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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

岩
国
市
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員
の
皆
さ

ま
方
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
が
一
月
四
日
か
ら
放
映

さ
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
の
時
代
背
景
の
も
と
に
、
松
下

村
塾
の
塾
生
や
吉
田
松
陰
の
妹
「
文
（
美
和
）
」
た
ち
の
生
き
様
が
描

き
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産
業
」
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
、
日
本
の
無
人
宇
宙
補
給

機
「
こ
う
の
と
り
５
号
機
」
の
打
ち
上
げ
成
功
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
に
大
村
智
さ
ん
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
梶
田
隆
章
さ
ん
が
選

ば
れ
る
な
ど
、
日
本
全
体
が
喜
び
に
沸
い
た
ニ
ュ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
成
果
は
、
ま
さ
に
松
下
村
塾
生
た
ち
が
心
に
培
っ
た
よ
う

な
「
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
」
が
あ
っ
て
こ
そ
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
「
志
」
を
も
っ
て
生
き
抜
く
重
要
性
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
農
協
法
の
改
正
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

と
し
て
平
成
三
十
年
産
米
か
ら
廃
止
さ
れ
る
「
米
の
直
接
支
払
交
付

金
」
な
ど
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
や
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
加

速
化
な
ど
、
農
業
の
仕
組
み
や
あ
り
方
が
大
き
く
変
革
す
る
時
期
に
あ

り
ま
す
。

　

他
方
、
我
が
国
は
平
成
二
十
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
人
口
減
少
局
面
に

入
っ
て
お
り
、
特
に
、
山
口
県
で
は
全
国
よ
り
も
二
十
年
以
上
も
早
く

人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
以

降
は
、
い
わ
ゆ
る
「
超
高
齢
社
会
」
に
突
入
し
て
お
り
、
平
成
二
十
二

年
国
勢
調
査
で
は
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
が
約
二
十
八
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
、
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
た

総
合
戦
略
で
あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
昨
年

十
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
三
月
に
策
定
し
た
県
政
運
営

の
指
針
と
な
る
「
元
気
創
出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開
拓
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」
と
連
動
さ
せ
、
本
県
発
の
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
の
問
題
は
、
と
り
わ
け
農
業
・
農
村
部
に
お
い
て
深
刻
な
課

題
で
あ
り
、
農
政
の
変
革
と
併
せ
て
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手
の
確

保
・
定
着
や
活
力
あ
る
中
山
間
地
域
づ
く
り
な
ど
に
地
域
住
民
や
関
係

機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

農
林
事
務
所
と
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
諸
課
題
を
Ｊ
Ａ
岩
国
市
の

皆
さ
ま
方
と
一
緒
に
な
り
、
軸
足
を
地
域
に
お
い
て
、
し
か
も
「
志
」

を
も
っ
て
地
域
農
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後

と
も
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
、
本
年
が
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

代
表
理
事
常
務

常　
勤　
監　

事

正
鬼
　

宏

弘
田
芳
彦

末
廣
敏
則

﨑
本
穆
壯

岩
国
市
農
業
協
同
組
合

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で

新
春
の
お
祝
辞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
二
十
八
年
の
年
頭
に

あ
た
り
、
組
合
員
な
ら
び
に

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健

勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
当
組
合
の
各
事
業
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
十
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
臨

時
総
代
会
に
お
い
て
ご
承
認
賜
り
ま
し
た
支
所
機
能
再
編

計
画
に
つ
い
て
、
新
港
支
所
な
ら
び
に
室
木
支
所
の
本
所

営
業
課
へ
の
統
合
を
昨
年
五
月
に
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
な
い
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
農
業
や
当
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
組
合
員
の
高
齢
化
や
生
産
規
模
の
縮
小
が

進
む
中
、
政
府
は
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ

ラ
ン
」
に
お
い
て
、
農
政
改
革
の
一
環
と
し
て
「
農
協
改

革
」
の
推
進
を
決
定
し
、
改
正
農
協
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
口
で
は
「
農
業
者
所
得
増
大
」
「
農
業

生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活
性
化
」
を
掲
げ
た
自
己
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
今
後
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昨
年
十
一
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十

九
回
Ｊ
Ａ
山
口
県
大
会
」
で
は
、
自
己
改
革
実
践
と
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
創
出
に
よ
る
組
合
員
へ
の
還
元
を
可

能
と
す
る
た
め
、
平
成
三
十
一
年
度
期
首
に
お
け
る
県
下

一
Ｊ
Ａ
構
想
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
に
お
い
て
も

今
後
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
将
来

の
農
協
の
在
り
方
を
考
え
、
合
併
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
き
ま
し
て
も
大
筋
合
意
の
報
道
が
な

さ
れ
、
今
後
は
高
水
準
で
市
場
解
放
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
求
め
る
重
要
5
品
目
も
無
傷
で

あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
今
後
も
関
係
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
Ｊ
Ａ
岩
国
市
役
職
員
一
同
は
、
本
年
も
地
域
密

着
の
協
同
組
合
を
目
指
し
、
健
全
経
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
引
続
き
ご
理
解
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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十
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
女
性
部
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
女
性
部
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
岩
国
市
を
は

じ
め
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
口
」
の
自
己
改
革
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」や「
地
域
の
活
性
化
」

へ
の
貢
献
な
ど
が
基
本
目
標
と
し
て
策
定
さ
れ
、
昨
秋
の
Ｊ
Ａ
県

大
会
で
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
方
向
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
女
性
部
も
こ
の
決
議
を
踏
ま
え
、
活
動
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
「
女
性
の
協
同
活
動
に
よ
っ
て
、
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ

い
・
助
け
合
い
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
背

伸
び
せ
ず
、
女
性
の
視
点
で
地
産
地
消
運
動
や
地
元
食
文
化
の
普

及
等
を
通
じ
、「
活
動
の
情
報
を
広
く
発
信
し
、
更
に
親
睦
を
深

め
、
幅
広
い
交
流
を
築
く
」
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
更
な

る
女
性
参
画
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

女
性
部
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
昨
年
、
カ
ル
ビ
ー
の
工
場
視
察
研

修
な
ど
、
各
種
の
行
事
に
た
く
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
祭
に
お
き
ま
し
て
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
大
勢
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
に
お
け

る
「
安
心
・
安
全
な
農
産
物
」
を
は
じ
め
、「
う
ど
ん
や
大
平
、

岩
国
寿
司
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
」
も
盛
況
で
、
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
県
下
の
女
性
部
員
が
、
遊
び
な
が
ら
学
び
、
学
び
な

が
ら
遊
ぶ
《
め
だ
か
大
学
》
が
３
月
に
小
豆
島
、
琴
平
、
福
山
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
学
長
に
女
優
の
泉
ピ
ン
子
さ
ん
を
お

迎
え
す
る
予
定
で
す
。
Ｊ
Ａ
岩
国
市
女
性
部
も
大
勢
で
参
加
で
き

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
よ
り
良
い
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
が
ご
健
康
で
ご
多
幸
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年　

元
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山口県小・中学生山口県小・中学生

第59回（平成27年度）第59回（平成27年度）第59回（平成27年度）

川下中学校1年
村岡　寧音 さん

山山口口県県山口県小小

川
村

灘小学校3年
森脇　　潤 さん

　ＪＡ共済の文化事業の一環として実施しております当コンクールに、
多数のご応募をいただき誠にありがとうございました。
　当組合管内の皆さまが優秀な成績を収められました。ご入賞おめでと
うございます。

　平成27年11月３日㈫、関係諸団体協力のもと、当組合主催の『第10回ＪA岩
国市農業祭』が地方卸売市場にて開催されました。
　前日は天候がすぐれず心配されていましたが、この日を待っていたかのような
心地よい秋晴れに恵まれ、和太鼓演奏家「華鼓月」さんによる『ドン!ドン!ド
ドドドン!』と和太鼓特有の深みのある音色が会場中に響き渡り、会場周辺も活
気が溢れる中、農業祭が幕を開けました。
　オープニングセレモニーでは福田良彦岩国市長をはじめ御来賓の方々の祝辞を
いただき、テープカットの後に会場への入場が始まりました。
　メインステージでは、80歳になられてもお元気で農業に従事されておられる方々を表彰する『永年農業功労者表
彰式』や生産出荷部会等の組織に属され、地域農業の発展・活性化に大きく貢献されておられる方々を表彰する
『特別農業功労者表彰式』が行われました。
　一方、即売コーナーでは岩国市青果物出荷者協議会の皆さんが愛情を持って栽培された新鮮で美味しく、安心安

全なご自慢の農産物が販売され、多くの人々がそれを待ちわびていたかのように売り
場を幾重にも取り囲まれていました。オープン時には山のようにあった農産物も、午
前中で殆どの品物が売り切れてしまうほどの盛況ぶりでした。
　その他にも、毎年お子様連れに大人気の『甘くて美味しい綿菓子』『できたてのポ
ップコーン無料配布コーナー』や、アンパンマンと握手や写真撮影ができる『アンパ
ンマンコーナー』も例年のごとく大好評で、子供たちの大好きな永遠のヒーローは今
年も大忙しでした。
　また、恒例となりました『米の無料すくい取り』『みかん無料詰め放題』『岩国寿司

販売』の各コーナーにも開始前から長蛇の列ができ、こちらも早い時間での店じまいとなりました。
　会場外の『ふれあい茶屋』では、女性部の皆さんが心をこめて調理した『うどん』
と『大平』がこれまた大好評で、昨年より多めに用意した数がお昼を待たずに完売と
なるなど、多くのお客さまの胃袋をがっちり掴むことができました。
　祭の後半には、豪華景品が当たるビンゴゲーム大会や役員による餅まきと、今回も
多くのお客さまにご参加をいただき、賑やかで白熱した雰囲気の中、無事終了時間を
迎えることができました。
　例年と同じく、役職員が遊休品を持ち寄り販売いたしました福祉バザーの売上金に
つきましては、岩国市社会福祉協議会へ寄付させていただきます。
　早朝より、御来場いただきました皆さま、誠にありがとうございました。

第10回　JA岩国市

年11月３日㈫ 関係諸団体協力のもと 当組合主催の『第10回ＪA岩

農業祭開催!!農業祭開催!!
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開催
　平成27年８月６日㈭、当組合本所４階ホールにおいて、約220名の組
合員の皆さまのご参加をいただき「農業研修会」を開催しました。
　はじめに「秋野菜づくりについて」と題して、岩国農林事務所　兼常
久美子氏より、秋野菜の主役であるはくさい、キャベツ、ばれいしょの
植付け作業から収穫までの手順、栽培する上でのポイントを説明してい
ただきました。また、多種多様な農薬を使用する上でのポイントや残留
農薬事故の防止策についてもご説明いただきました。
　最近では農薬の安全性評価が変更となり、一部の農薬で適用作物や収
穫前日数などの使用方法が変更になっています。残留農薬事故がないよ
うに気を付けて農薬を使用していただきたいと思います。
　最後に、エムシー・ファーティコム㈱ 福重麻紀氏より、少量多品目栽
培でも簡単に使用できる肥料の説明や各作物に合った肥料の効能、使用
する上での注意点等をご説明いただきました。
　最近では大規模に農業をされている方も少なくなってきていますが、
家庭菜園ブームでもあり、みなさん熱心にメモをとっておられました。
　今回の研修会でも皆さまより活発なご質問を沢山いただきました。
　研修会最後には、刈込み鋏、長州地サイダー、みかんゼリー、お野菜
せっけん、超吸水冷感タオル、肥料等の豪華賞品が当たる抽選会も行わ
れ、当選された方はそれぞれ景品をお持ち帰りになり、好評のうちに研
修会を終了しました。
　今年の農業
研修会は天候
にも恵まれ、
夏の日差しが
強い日となり
ましたが、多
くの皆さまの
ご参加により、
大変有意義な
時間となりま
した。

岩国れんこん出
荷式

岩国れんこん出
荷式

　平成27年９月18日㈮、地方卸売市場にて『岩国
れんこん出荷式』が開催されました。
　当日はＪＡ岩国市、ＪＡ山口東の両ＪＡ組合長
をはじめ、福田良彦岩国市長や関係団体、生産者
ら約50名が参加し、年末年始に向けて出荷が本格
化する「岩国れんこん」の門出を祝いました。
　岩国れんこん振興協議会の正鬼宏会長（当ＪＡ
組合長）は、「台風15号の影響で、葉が飛ばされ
る、茎が折れるといった被害や、夏季の日照不足
の影響により平年に比べて２割前後の減収となる
見込みだが、今年も産地を挙げて安全・安心の
『岩国れんこん』を全国にお届けしたい。」と挨
拶をされました。
　式には、ハスの妖精キャラクターの『はぁすち
ゃん』も駆けつけ、「今年も美味しい岩国れんこ
んをいっぱい食べてほしいはぁす！」と呼びかけ
ていました。
　大勢に見守られる中、産地関係者らの手によっ
て丁寧に箱詰めされたれんこんは、県内外の市場
へと送られていきました。

　平成27年10月
１日㈭に愛宕支
所にて、れんこ
ん生産出荷組合
の組合員による、
れんこん出荷規
格の目合わせ会
を行いました。
　れんこん出荷
目合わせは毎年行われており、実際に収穫されたれん
こんを用いて参考にし、出荷組合の松重組合長主導の
もと規格（Ｌ・Ｍ・Ｓ）や形等を各組合員が確認し、規
格の揃った岩国れんこんを出荷する取り組みをされて

います。
　れんこん出荷が
本格化する前に目
合わせ会を行うこ
とで、各生産者が
個々にれんこんを
出荷する際の規格
を統一することが
出来るそうです。

出荷目合わせ会
岩国れんこん

　

所
ん
の
れ
格
を

目
こ
も
格

抽選で200名様にカタログギフトをプレゼント！
特典 2

年金受給日に窓口にて感謝の
気持ちを込めたプレゼントを実施中！

特典 1

年金定期貯金｢結いの恵み｣！
抽選で全国の農畜産物プレゼント！

特典 5

お誕生日には全員にプレゼント！
特典 3

ご紹介キャンペーン実施中！
特典 4

ＪＡ岩国市では、年金のお受取りのお手伝いをさせていただきます。
詳しくは、下記の窓口、又は渉外担当者までお気軽にお問い合わせください。

本所営業課
岩 国 支 所
東 支 所

☎21ー2103
☎41ー0171
☎21ー1244

川 下 支 所
愛 宕 支 所
灘 支 所

☎21ー0151
☎31ー7131
☎32ー0011

平 田 支 所
海土路支所

☎31ー7293
☎31ー7447
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家
庭
菜
園

病害虫名 使用薬剤名 使 用 量 収穫前日数

6～9ｇ／㎡ 株元散布

2,000倍

1,000～2,000倍

2,000倍

ネキリムシ類

ハスモンヨトウ

アワノメイガ

萌 芽 期

前 日

7 日 前

7 日 前

フォース粒剤（劇）

コテツフロアブル（劇）

ランネート45DF（劇）

パダンSG水溶剤（劇）

■
シ
ョ
ウ
ガ
（
シ
ョ
ウ
ガ
科
）

《
栽
培
時
期
》

　

霜
の
降
り
な
い
期

間
が
長
い
と
こ
ろ
ほ

ど
好
適
地
と
言
え
ま

す
。　

　

高
温
性
の
作
物
で

20
〜
25
℃
で
最
も
よ

く
発
芽
し
ま
す
。

　

温
度
が
15
℃
以
下

で
は
種
シ
ョ
ウ
ガ
が

腐
敗
す
る
の
で
早
植

え
は
行
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　

シ
ョ
ウ
ガ
は
塊
茎

の
大
き
さ
に
よ
っ
て

小
シ
ョ
ウ
ガ
、
中

シ
ョ
ウ
ガ
、
大
シ
ョ

ウ
ガ
に
大
き
く
わ
け

ら
れ
ま
す
。

《
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
良
い
種
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
う
。

　

家
で
貯
蔵
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
貯

蔵
中
に
腐
っ
た
り
す
る
の
で
、
一
般
的
に
は
、

無
病
で
し
ま
り
の
良
い
種
シ
ョ
ウ
ガ
を
買
い

求
め
ま
す
。
連
作
す
る
と
腐
敗
病
が
多
く
な

る
た
め
3
年
以
上
空
け
ま
す
。

《
畑
の
準
備
》
『
図
1
』

　

有
機
質
に
富
ん
だ
保
水
力
の
良
い
水
田
が

栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
根
は
浅
く

乾
燥
に
弱
い
の
で
、
潅
水
に
便
利
な
所
を
選

び
ま
す
。

　

肥
料
は
、
植
え
つ
け
１
か
月
前
に
1
㎡
当

た
り
炭
酸
苦
土
石
灰
を
１
５
０
ｇ
全
面
に
散

布
し
耕
し
て
お
き
ま
す
。

　

植
え
付
け
3
日
前
に
一
㎡
当
た
り
有
機
化

成
Ａ
８
０
１
を
２
０
０
ｇ
施
し
畝
立
て
し
ま

す
。

　

畝
は
畝
幅
六

十
㎝
の
高
畝

（
水
田
）、
畑

の
場
合
は
低
畝

に
し
ま
す
。

　

深
さ
七
㎝
の

植
え
溝
を
掘
り
、

株
間
二
十
五
㎝

で
一
条
植
え
と

し
ま
す
。

　

種
シ
ョ
ウ
ガ
は
、
１
個
60
〜
１
０
０
ｇ
の

程
度
の
大
き
さ
に
し
て
植
え
つ
け
ま
す
。

《
管
理
・
追
肥
等
》

　

６
月
上
旬
ご
ろ
に
有
機
化
成
Ａ
８
０
１
を

1
㎡
あ
た
り
50
ｇ
畝
の
肩
に
施
し
ま
す
。
２

回
目
は
７
月
上
旬
に
有
機
化
成
を
１
０
０
ｇ

畝
の
肩
に
施
し
、
わ
ら
を
厚
く
敷
き
ま
す
。

３
回
目
は
8
月
下
旬
に
株
元
か
ら
離
し
て
有

機
化
成
を
５
０
０
ｇ
施
し
ま
す
。
土
寄
せ
は
、

地
下
茎
を
赤
く
し
な
い
た
め
に
も
必
要
で
、

追
肥
と
同
時
に
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
８
月

に
入
っ
て
か
ら
の
土
寄
せ
・
中
耕
は
、
根
を

切
る
の
で
３
回
目
の
追
肥
時
に
は
土
寄
せ
等

は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

潅
水
は
、
乾
燥
す
る
と
葉
が
彎
曲
す
る
の

で
、
こ
れ
を
目
安
に
水
田
で
は
水
を
畝
間
に

入
れ
ま
す
。
長
い
間
畝
間
に
水
を
た
め
る
と

根
腐
れ
が
出
や
す
い
の
で
排
水
に
気
を
付
け

　

平
成
二
十
七
年
に
市
内
産
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
と
コ
マ
ツ
ナ
で
残
留
農
薬
基
準
超
過
が

発
生
し
ま
し
た
。
原
因
は
、
隣
接
作
物
に

散
布
し
た
農
薬
が
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ
マ

ツ
ナ
に
か
か
っ
た
た
め
で
す
。
左
記
の
事

項
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

①
隣
接
作
物
へ
の
農
薬
飛
散
を
考
慮
し
て

農
薬
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
（
隣
接
作
物

に
も
登
録
が
あ
る
農
薬
を
選
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
収
穫
日
な
ど
に
注
意
し
て
散
布

し
ま
し
ょ
う
。
）

②
隣
接
作
物
へ
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
風

速
や
風
向
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

（
ネ
ッ
ト
の
展
張
や
一
時
的
な
被
覆
な

ど
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
）

③
防
除
器
具
の
洗
浄
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

（
農
薬
が
残
ら
な
い
よ
う
、
本
体
、
タ

ン
ク
、
ホ
ー
ス
ま
で
し
っ
か
り
洗
浄
し

ま
し
ょ
う
。
）

④
農
薬
の
使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
植
穴
処
理
と

全
面
土
壌
混
和

処
理
と
を
間
違

え
る
と
基
準
超

過
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ラ
ベ

ル
の
使
用
方
法

を
守
り
ま
し
ょ

う
。
）

農
薬
適
正
使
用
に
つ
い
て

ま
す
。
７
〜
８
月
の
乾
燥
時
期

に
は
１
週
間
に
一
度
を
目
安
に

畝
間
潅
水
を
し
ま
す
。
潅
水
で

き
な
い
畑
で
は
、
敷
き
わ
ら
を

多
く
し
て
土
壌
水
分
を
保
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

《
収
穫
・
貯
蔵
》

　

降
霜
前
、
天
気
の
良
い
日
に

収
穫
を
行
い
、
寒
風
や
日
光
に

長
時
間
当
て
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。　

貯
蔵
の
適
温
は
13
〜

15
℃
で
、
10
℃
以
下
で
は
腐
敗

し
ま
す
。

《
病
害
虫
防
除
》

■主な作型（● 播種　　■ 収穫）

沿岸部
大ショウガ
（おたふく）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

●

わ
ん
き
ょ
く
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Ｊ
Ａ
山
口
厚
生
連   

保
健
師
　
福
江
　
美
加

　

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
り
、
血
圧
が

急
に
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
て
身

体
に
不
調
を
来
た
す
こ
と
を
「
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
」
と
言
い
、
冬
の
お
風
呂
は
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
の
ひ
と
つ
で
す
。
寒
い

脱
衣
所
で
裸
に
な
り
熱
い
お
湯
に
入
る

と
、
交
感
神
経
が
緊
張
し
て
血
圧
が
上

昇
し
ま
す
。
そ
し
て
、
浴
槽
に
入
っ
て

体
が
温
ま
る
と
今
度
は
血
管
が
拡
張
し

て
血
圧
が
急
激
に
下
が
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
、
入
浴
時
の
温
度
変
化
に
伴
う

急
激
な
血
圧
の
変
化
が
脳
や
心
臓
の
血

管
に
負
担
を
か
け
、
失
神
や
不
整
脈
、

さ
ら
に
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
を
引
き

起
こ
す
の
で
す
。
2
0
1
1
年
に
は
約

1
7
、0
0
0
人
も
の
人
が
お
風
呂
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
に

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
や
す
い
人

●
65
歳
以
上
で
あ
る　

●
肥
満
気
味
で
あ
る

●
高
血
圧・糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る

●
不
整
脈
が
あ
る

●
一
番
風
呂
に
入
る
こ
と
が
多
い

●
熱
い
お
風
呂
が
好
き

●
脱
衣
所
や
浴
室
に
暖
房
器
具
が
な
い

●
お
酒
を
飲
ん
で
か
ら
入
浴
す
る

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
温
度
の
急
激
な
変
化
を

避
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
浴
室
・
脱
衣
所
を
暖
め
る

　

浴
室
や
脱
衣
所
が
寒
い
と
、
入
浴
前

後
に
血
圧
が
急
上
昇
し
ま
す
。
暖
房
器

具
で
浴
室
と
脱
衣
所
を
暖
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

②
シ
ャ
ワ
ー
で
お
湯
張
り
を
す
る

　

高
い
位
置
に
設
置
し
た
シ
ャ
ワ
ー
で

浴
槽
に
お
湯
を
張
る
と
、
効
率
的
に
浴

室
全
体
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浴
室
の
扉
を
開
け
て
お
く
と
、
脱
衣
所

も
暖
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
か
け
湯
を
す
る

　

す
ぐ
に
お
湯
に
入
る
と
血
圧
が
急
上

昇
す
る
た
め
、
ま
ず
は
か
け
湯
を
し
ま

す
。
手
足
か
ら
か
け
湯
を
し
て
徐
々
に

体
を
温
め
る
と
血
圧
の
上
昇
も
緩
や
か

に
な
り
、
心
臓
へ
の
負
担
も
少
な
く
な

り
ま
す
。
か
け
湯
の
回
数
が
多
い
ほ
ど

血
圧
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
ま
す
が
、５
回

程
度
が
適
当
で
す
。

④
ぬ
る
め
の
お
湯
に
入
る

　

お
湯
の
温
度
が
体
温
に
近
い
ほ
ど
、

血
圧
の
変
化
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
冬

は
、
38
〜
40
℃
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
お
湯
に
つ
か
る
時
間
は
10
〜
15
分

程
度
に
し
ま
す
。

⑤
食
事
直
後
や
飲
酒
時
の
入
浴
は
控
え
る

　

食
後
１
時
間
以
内
や
飲
酒
時
は
血
圧

が
下
が
り
や
す
く
、
急
激
に
低
下
し
て

意
識
を
失
う
と
溺
れ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
食
事
前
や
飲
酒
前
に
入
浴
す
る
こ

と
も
ひ
と
つ
の
対
策
で
す
。

　

寒
く
て
体
が
冷
え
や
す
い
冬
で
す
が
、

安
全
に
入
浴
し
、

１
日
の
終
わ
り
に

ゆ
っ
く
り
体
を
温

め
た
い
で
す
ね
。

第39回 JA山口県大会開催第39回 JA山口県大会開催
　平成27年11月19日㈭、県下ＪＡグループ関係者約1,200人が
参加して第39回ＪＡ山口県大会が開催されました。
　県内では農業者の高齢化や後継者不足が進む中、求められる
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」等に向けた自己改革へ
の取り組みや、積極的な「地域の活性化」への貢献のための役職
員の意識改革、支所再編による総合力の発揮、県域合併構想等が
盛り込まれた議案が採択されました。

第
２
回
女
性
部
学
習
講
座

第
２
回
女
性
部
学
習
講
座

9
月
15
日
㈫

　

家
の
光
の
教
材
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

＆
家
計
簿
で
お
勉
強
を
し
た
後
、

手
ぬ
ぐ
い
１
つ
で
作
れ
る
超
簡
単

「
あ
ず
ま
袋
」
の
他
、
「
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
石
鹸
」
や
「
ヨ
ー
ヨ
ー
お

手
玉
」
を
作
り
ま
し
た
。

女
性
部
研
修
会
兼
第
３
回
学
習
講
座

女
性
部
研
修
会
兼
第
３
回
学
習
講
座

11
月
20
日
㈮

　

ヤ
マ
カ
醤
油
㈱
か
ら
三
宅
営
業
部

長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
商
品
の
説

明
や
オ
ス
ス
メ
レ
シ
ピ
を
教
わ
り
ま

し
た
。
ク
イ
ズ
や
じ

ゃ
ん
け
ん
で
楽
し
ん

だ
後
、
「
針
金
ハ
ン

ガ
ー
モ
ッ
プ
（
家
の

光
図
書
使
用
）
」
と

「
ペ
ー
パ
ー
ナ
プ
キ

ン
フ
ラ
ワ
ー
の
リ
ー

ス
」
を
作
り
ま
し

た
。
ひ
た
す
ら
同
じ

作
業
の
繰
り
返
し
で

大
変
で
し
た
が
、
み

ん
な
上
手
に
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

下
関
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

下
関
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
10
月
９
日
㈮

　

は
ま
の
宝
石
株
式
会
社
ご
協
力
の
も
と
、
「
下
関
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に
女
性
部
員
20
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
唐
戸
市
場
で
お
買
物
を
さ
れ
た
後
、
赤
間
神
宮
で

は
、
宮
司
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
な
が
ら
本
殿
を
見
学
、
竜

宮
造
り
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の

麗
宝
展
（
宝
飾
展
示
会
）
で
は
、
７
、０
０
０
点
以
上
あ
る

ジ
ュ
エ
リ
ー
や
バ
ッ
グ
な
ど
を
手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が

で
き
、
目
の
保
養
に
も
な
る
お
買
物
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
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■
定
年
退
職　
　
　
　　

平
成
27
年
9
月
30
日
付

　

野
原　

明
郎
（
経
営
改
革
推
進
室 

審
議
役
）

■
異　

動　
　
　
　
　　

平
成
27
年
11
月
1
日
付

《
金
融
部 

審
査
課 

次
長
》

　

森　

俊
憲

　

（
金
融
部 

金
融
推
進
課 

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

次
長
）

                                

《　

》
内
は
新
任
・
（　

）
内
は
旧
任

人
事
異
動

平成28年市場カレンダー 岩国市地方卸売市場
〒740-0032　岩国市尾津町五丁目11番1号

平
成
二
十
八
年
　
元
旦

平
成
二
十
八
年
　
元
旦

J
A
岩
国
市

役
職
員
一
同

J
A
岩
国
市

役
職
員
一
同

１月24日（日） 　平田支所・ローンセンター

JAローン休日相談会 10：００～
１6：００

所・ローンセンター

談会 １6：００

是非、お気軽にお越し下さい。
お待ちしています！

10 ００

相談会開催のお知らせ

２月２日（火） 東支所
３月８日（火） 海土路支所

年金無料相談会
9：００～１5：００

日時：平成28年２月19日（金）
会場：当組合本所４階ホール

■開演：午後１時～
■演題：生活習慣予防対策、性差医療
　　　　に基づいた医療の意義
■講師：山口大学名誉教授
　　　　阿知須同仁病院医師
　　　　　　　松田　昌子氏

第26回 文化講演会
開催のお知らせ 岩国警察署より感謝状

　当組合 岩国支所　島田麻美職員が窓口において特殊詐欺被害
を防止し、岩国警察署より感謝状が贈呈されました。
　ＪＡ岩国市管内においては、電話による特殊詐欺が多発してお
り、当組合としても山口県警
察本部と連携し特殊詐欺防止
に積極的に取り組んでいます。
　窓口においてご確認をお願
いすることもあるかと思いま
すが、ご協力をお願いいたし
ます。
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＊平成28年１月１日

親と子の交通安全教室開催
　毎年恒例となっております、交通安全推進事業の一環
として「親と子の交通安全教室」を平成27年９月３日㈭
に法寿幼稚園で開催しました。
　会場には参加園児41名と保護者の皆さまが参加され、アニメ上映や
交通安全実技指導講話等が警察の方により行われました。
　手馴れた実技指導には、園児たちも笑顔が絶えず、とても楽しいも
のとなりました。また、横断歩道を安全に渡る練習には保護者の皆さ
まにも参加していただき、楽しく交通ルールを学ばれ、「とても楽し

い交通安全教室だった。」と大
変好評でした。
　今後もJA岩国市は、
交通安全推進事業の
一環として開催し、
地域の交通安全に協
力してまいります。

　「うぉ～足が埋まる～」
　「あっ、れんこん折れてしまった！」
　ハス田の中から元気な児童たちの歓声！？が飛び交います。
　そう、今日はみんなが待ちに待った「岩国れんこん」掘り取
り体験の日です。児童の皆さんもれんこんたちも今日この日
が来ることを心待ちにしていました。
　毎年、この時期はとても肌寒く、みんな
もブルブル震えていましたが、今年はポ
カポカ陽気で、ハス田の中でれんこんを
掘っていると汗ばんでくるほどです。
　「ええか、丁寧にこうやって掘るんで。」
　「は～い！」
　「こっちにもれんこんがあるけぇの。」
　「は～い！」
　児童の皆さんは、農家の方のアドバイ
スを受けて、どんどんれんこんを掘り出していきます。
　もっともっと掘りたいと、宝物を探すようにれんこんを探す児童もいれば、一本でもう限界という児童もいたりと、
いろいろです。
　れんこんを掘り終わったみんなはへとへとになって戻ってきましたが、帰りのお土産のれんこんを目にすると、
ボルテージが爆発！

　「やったーれんこん
がいっぱいある～！」
　「今日は、れんこんハ
ンバーグにしてもら
う！」
とニコニコ顔で大満足
の体験となりました。
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